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GDP 四半期推移（内閣府発表） 

 

 鹿児島ＹＥＧにおいても、この新型コロナウイルスに加入各事業所が多大な影響を受け、

また鹿児島ＹＥＧとしての活動も多大な影響を受け、様々な変更を余儀なくされました。 

 そのような中、鹿児島ＹＥＧにおいては、会員への影響を軽減するよう努力し、また鹿児

島ＹＥＧとしてコロナ禍の中でどのように運営していくか、地域経済とどのように向き合

っていくのかを考え、実践を行いました。本書面は、それらの活動をまとめることで、今後

に生かしていくための第一歩となることを目的としています。 

 

新型コロナウイルスに対する鹿児島ＹＥＧとしての取り組み 

１、会活動維持のための取り組み（ＺＯＯＭ等非集合式会議の導入） 

 ア、鹿児島県においては、２０２０年３月２６日に最初の新型コロナウイルス感染者が確

認され、その後４月８日には鹿児島市においてもコロナウイルス感染者が確認されま

した。 

   このような中、４月７日には７都府県に緊急事態宣言が出され、４月１６日には全国

に緊急事態宣言が発出されました。その中で、人と人との接触機会を最低７割、極力８

割削減することが求められました。 

   このため、それまでは集合形式で行われていた鹿児島ＹＥＧの役員会・委員会といっ

た会議も同じ形では開催できなくなりました。 


